
達成率及び事業の進捗状況を評価
〇達成率
令和７年度（第４次総合計画　基本計画最終年度）に達成すべき目標(ＫＧＩ：重要目標成果指標）
に対しての達成率

〇事業進捗評価
達成率に関わらず、目標達成までの事業の進捗（実施）状況を下記のＡ～Ｅの５段階で
評価。

〔Ａ〕・・・計画以上に進捗し、優れた成果等を得た　　
〔Ｂ〕・・・計画以上に進んでいる　　　　
〔Ｃ〕・・・計画どおりに進んでいる（計画どおりに実施している）
〔Ｄ〕・・・計画より遅れている（計画どおりに実施していない）　
〔Ｅ〕・・・未着手、未実施、先送りなど 

※なおＫＧＩによっては複数の基本目標に該当する項目もあるが、第４次総合計画冊子
（Ｐ４６～７０）においての分類と同様にしている。

第４次総合計画

重点課題達成状況
（令和３年度）



頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

46 企 画 課 0 3 0.0%

主管課
評　価

D

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

46 建設水道課 0.03 28.7% 9.8%

主管課
評　価

C

今後の取り組み

今後も、管路更新時に耐震管へ布設替えによる強靭化対策を実施し安心安全な水道の安
定供給に取り組む。

指 標 名 〔 単 位 〕

耐震化率（基幹管路）〔％〕

目標に対する事業進捗評価

管路更新時に耐震管へ布設替えをおこない強靭化対策を実施し水道の安定供給を図るこ
とができた。
（基幹管路延長35,370m、R3年度基幹管路延長1002.0m）

ＫＧＩ　２ 社会資本の改良と長寿命化

指標の説明 （１）管路更新率の向上

指標の考え方
水道施設（送水管、配水管等）を耐震管路へ新設・改良・更新することにより、強靭化を図り、上
水道の安定供給を行います。

目標に対する事業進捗評価

本年度（令和3年度）に集落等が共助交通に取り組む際に使用する車両に係る自動車任意
保険料の補助制度を新設し、町報への掲載等を行い、周知を図った。制度の活用につい
て、5地区から相談を受けたが、令和3年度中の活用には至らなかった。

今後の取り組み

原区が令和4年度から取り組む予定である。また相談を受けた区への助言等を丁寧に行
い、制度の活用につなげていきたい。

指標の説明 共助交通団体（地域）の育成・支援

指標の考え方

JR、路線バスともに利用者が減少しており、特に路線バスは利用者の減少に伴う収益の悪化などによ
り、バス路線の維持が難しくなってきている状態です。子どもや高齢者など車の運転ができない人に
とって公共交通は大切な移動手段であり、それらの利用促進に向けた取組を行っていくと同時に、地
域の人を中心とした共助交通を新たな交通体系として支援します。

指 標 名 〔 単 位 〕

移動手段に関する困りごとがある
地域への共助交通導入の育成・支
援〔団体数〕

ＫＧＩ　１ 交通環境の充実

第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 １．安全で住みやすいまちづくり
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 １．安全で住みやすいまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

46 建設水道課 72.2% 93.1% 77.6%

主管課
評　価

C

目標に対する事業進捗評価

令和元年度から橋梁定期点検の２巡目を開始し、令和３年度は町内18橋の点検を実施す
るとともに、橋梁補修工事を11橋実施した。
　東郷地域　湖北2号線、松崎線
　羽合地域　南谷大橋外、長瀬5号線橋外
　泊地域　　園海岸7号橋　　など

今後の取り組み

引き続き、橋梁の長寿命化計画に基づき、計画的な点検・補修を実施する。

指標の説明 （２）橋梁修繕率の向上

指標の考え方
定期点検により早期に修繕が必要と判定された橋梁を計画的に修繕することで、安全・安心な生活
環境を提供します。

指 標 名 〔 単 位 〕

橋梁修繕率〔％〕

ＫＧＩ　２ 社会資本の改良と長寿命化
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 １．安全で住みやすいまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

47
みらい創造

室
136人 1,110 12.3%

主管課
評　価

Ｃ

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

47
みらい創造

室
83人 600 13.8%

主管課
評　価

Ｃ

目標に対する事業進捗評価

ＳＮＳ「ゆりはまフェローズ」において、地域おこし協力隊により積極的に情報発信を
行い、都市部住民を対象としたオンラインイベント等で「ゆりはまフェローズ」のＰＲ
を行った。

今後の取り組み

新型コロナウィルス感染症の状況をみながら首都圏セミナーやネットニュース等により
まちの詳細な情報を発信するとともに、引き続きＳＮＳで情報発信を行い、まちに関心
を持ち、来町して関わる人を増やしていく。

指標の説明 関係人口の拡大

指標の考え方

関係人口の情報発信として、ＳＮＳ上に「ゆりはまフェローズ」を設置して、町の情報発信を行う
とともに、つながりのある人を「ゆりはまフェロー」として湯梨浜町の関係人口と位置付けます。
フェローを中心に、実際に来町する人数を増やし、地域住民との交流機会を増加させて自発的で持
続可能な関係人口の確立を目指します。

指 標 名 〔 単 位 〕

関係人口の人数〔人〕

今後の取り組み

新型コロナウイルス感染症拡大も見込み、オンラインによるＰＲを実施しつつ、状況により
お試し住宅の利用制限を緩和するなど柔軟に利用促進を図る。併せて、移住の受け皿となる
空き家を確保するべく、空き家の掘り起こしに注力する。

ＫＧＩ　４ 関係人口の拡大

指 標 名 〔 単 位 〕

県外からのＩ・Ｊ・Ｕターン
者数の累計数〔人〕

目標に対する事業進捗評価

新型コロナウイルス感染症の拡大により、セミナー、ツアー及び相談会をオンラインにより
実施するなど工夫したが、お試し住宅の利用中止など、移住定住検討者が来町する機会が少
なくなり、県外からの転入者が少なくなったものと想定される。

ＫＧＩ　３ 移住定住の推進

指標の説明 県外からのＩ・Ｊ・Ｕターン者数

指標の考え方
本町の人口減少の抑制を図るため、町外の人々を惹きつける魅力ある暮らしを創出するための施策
を展開し、県外の人々に向けた町のＰＲや相談窓口設置を行い、きめ細かな対応をして、Ｉ・Ｊ・
Ｕターン者数の増加を図ります。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 １．安全で住みやすいまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

48
子育て支援

課
40人 150 26.7%

主管課
評　価

Ｂ

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

48 企 画 課 0企業（事業者） 3 0.0%

主管課
評　価

D

目標に対する事業進捗評価

北溟中跡地については民間提案の公募を行い、7事業者から応募があった。また東郷中跡
地は旧東郷学校給食センター等一部施設の利用を希望している町内事業者と事業開始に
向けての協議を進めるとともに、その他の用地について民間提案の公募を開始した。

今後の取り組み

北溟中跡地については公共用地有効利用審査委員会で審議後、交渉権者を決定し、事業
化に向けて協議を進めていく。東郷中跡地については現在協議中の事業者と契約の締結
を行うため、諸条件等の最終調整を行うとともに、北溟中跡地と同様、公共用地有効利
用審査委員会での審議を経て、交渉権者と事業化に向けて協議を進めていく。

指標の説明 都市部からの企業、事業者誘致

指標の考え方
豊かな自然、子育てに最適な環境など、本町の持つ強みを存分に活かし、都市部からの企業、事業
者を誘致します。

指 標 名 〔 単 位 〕

都市部からの企業、事業者誘
致〔企業、事業者数〕

今後の取り組み

　今後も出生届の手続き、広報、HP等で制度周知を図り、祝金を支給することで経済的
負担の大きくなる子育て期への継続的な支援として充実させていく。

ＫＧＩ　６ 都市部からの企業、事業者誘致（ワーケーションの推進）

指 標 名 〔 単 位 〕

第４次総合計画期間（Ｒ３年度
～Ｒ７年度）の第３子以降出生
数の累積数〔人〕

目標に対する事業進捗評価

　第3子以降の出産及び小学校入学、中学校卒業の祝金を支給し、児童を養育する家庭の
経済負担を軽減し、生活の安定を図った。R2年度より第３子以降出生数が年間30人を上
回り、増加傾向にある。

ＫＧＩ　５ 第三子以降出生数の向上

指標の説明 第三子以降出生数の向上

指標の考え方
急激な少子化が全国的に進む中、安心して子どもを産み育てるための施策を実施することにより、
年間３０人の第三子以降の出生数を維持し、人口増につなげていきます。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 １．安全で住みやすいまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

49 産業振興課 0 1 0.0%

主管課
評　価

C

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

49
施設管理課
（総務課）

43 100.0% 7.0%

主管課
評　価

Ｄ

今後の取り組み

令和4年度からＬＥＤ化照明に係る有利な財源措置が追加された。（公共施設等適正管理
推進事業債）この財源を有効に活用していき、年次的にＬＥＤ化を進めていく。

指標の考え方
経済産業省「エネルギー基本計画」に基づき、公共施設の照明器具のＬＥＤ化を推進し、温室効果
ガス排出量と電気使用料の削減を同時に実現します。

指 標 名 〔 単 位 〕

公共施設のＬＥＤ化（％）

目標に対する事業進捗評価

予算の都合もあり、公共施設全体の水銀灯の照明数 573基（箇所）に対し、ＬＥＤ化を
行った照明数は43基（箇所）と順調な進捗に至らなかった。

今後の取り組み

民生児童委員を構成員として「湯梨浜町消費者見守りネットワーク協議会」を設置し、
地域住民へ注意喚起を行うことで消費者被害の防止を図る。

ＫＧＩ　８ 公共施設のＬＥＤ化

指標の説明 公共施設のＬＥＤ化

指 標 名 〔 単 位 〕

消費者ネットワーク協議会設
置数

目標に対する事業進捗評価

「湯梨浜町消費者見守りネットワーク協議会」設置に向けて福祉関係課で協議を行っ
た。

ＫＧＩ　７ 消費者ネットワーク協議会の設置

指標の説明 消費者ネットワーク協議会の設置

指標の考え方
消費者見守りネットワーク協議会を設置し、消費生活相談に関する情報を地域の見守りを行う構成
員である福祉関係者、民生委員等の間で共有し、消費者被害の未然防止、早期発見及び拡大防止を
図ります。

詳細は別添ファ
イル
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 １．安全で住みやすいまちづくり

①-１　東郷池の水質改善（COD）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

50 町 民 課 5.2 5.5 100.0%

主管課
評　価

Ｂ

①-２　東郷池の水質改善（全窒素）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

50 町 民 課 0.43 0.58 100.0%

主管課
評　価

Ｂ

今後の取り組み

県、環境衛生研究所等と連携し水質監視を継続する。

指 標 名 〔 単 位 〕

全窒素の数値（mg/l)

目標に対する事業進捗評価

改善傾向が見られ、目標を上回っている。

目標に対する事業進捗評価

改善傾向が見られ、目標を上回っている。

今後の取り組み

県、環境衛生研究所等と連携し水質監視を継続する。

指標の説明 東郷池の水質改善と環境保全意識の向上

指標の考え方
県や関係機関、ボランティア団体と連携を図りながら、「東郷池水質管理計画」に基づき、水質の
浄化と環境整備に努めます。

指 標 名 〔 単 位 〕

CODの数値（mg/l)

ＫＧＩ　９ 美しい自然環境の保全
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 １．安全で住みやすいまちづくり

①-３　東郷池の水質改善（全リン）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

50 町 民 課 0.057 0.069 82.6%

主管課
評　価

Ｂ

②　東郷池の水質浄化に係るボランティア団体数（アダプトプログラム登録団体数）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

50 町 民 課 40 45 88.9%

主管課
評　価

Ｃ

今後の取り組み

新規登録の勧奨とともに、既存団体の活動支援を実施し意欲の高揚を図る。

目標に対する事業進捗評価

改善傾向が見られ、目標を上回っている。

今後の取り組み

県、環境衛生研究所等と連携し水質監視を継続する。

指 標 名 〔 単 位 〕

アダプトプログラム登録団体
数

目標に対する事業進捗評価

町報等により登録勧奨を行ったが、新規登録はなかった。

指 標 名 〔 単 位 〕

全リンの数値（mg/l)
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 １．安全で住みやすいまちづくり

③　こどもエコクラブ団体数

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

50 町 民 課 1 5 20.0%

主管課
評　価

Ｄ

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

50 産業振興課 1 2 50.0%

主管課
評　価

B

目標に対する事業進捗評価

化学肥料、化学合成農薬を低減する取組に加えてカバークロップの取組を行い、環境に
配慮した農作物の生産を行った。

今後の取り組み

引き続き、取組農地の増加を目指し、環境に優しい農業生産を行う。

指標の説明 環境保全型農業の拡大

指標の考え方 環境負荷に配慮し、環境保全型農業に取り組むとともに、取組組織の拡大を目指します。

指 標 名 〔 単 位 〕

環境保全型農業直接支払事業
の拡大

今後の取り組み

コロナ禍でも実施できる活動を提案するなどし、登録団体を増加させる。

ＫＧＩ　１０ 環境保全型農業の拡大

指 標 名 〔 単 位 〕

こどもエコクラブ団体数

目標に対する事業進捗評価

１団体に補助金の交付を行った。コロナ禍により活動を自粛する団体が多い。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 １．安全で住みやすいまちづくり

①　地区防災計画の策定地区

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

51 総 務 課 43 60 71.7%

主管課
評　価

C

②　防災講習・訓練の実施地区

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

51 総 務 課 12 60 20.0%

主管課
評　価

C

目標に対する事業進捗評価

コロナ禍で第７波が長引くにつれ、防災講習・訓練を計画していた自治体が中止の判断
をした件数が多かった。自治会以外の教育施設や社会福祉施設からの開催もあり、実績
につなげることができた。

今後の取り組み

コロナ禍においても災害は発生することをから、感染防止対策を徹底して、講習会等の
開催を推進していく。

今後の取り組み

未策定地区や未回答の地区に地区防災計画の様式を示し、策定へつなげていく。

指 標 名 〔 単 位 〕

防災講習・訓練の実施地区

指 標 名 〔 単 位 〕

地区防災計画の策定地区

目標に対する事業進捗評価

地区防災計画の策定状況を把握するために調査を行い、策定地区を確認した。
その後、年度内に策定する地区が増え、43地区の策定となった。

ＫＧＩ　１１ 災害に強いまちづくりの推進　　　（１）自主防災組織育成事業

指標の説明 自主防災組織における地区防災計画策定推進、訓練等の実施

指標の考え方
「自分たちの地域は自分たちで守る」ために、自主防災組織における地区防災計画策定を推進する
とともに、講習会、訓練に対する支援を行います。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 １．安全で住みやすいまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

51 建設水道課 30.0% 100.0% 30.0%

主管課
評　価

C

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

52 産業振興課 1
耐震調査の結
果耐震補強が
必要な個所数

0.0%

主管課
評　価

C

目標に対する事業進捗評価

令和3年度、県による防災重点農業用ため池を耐震調査した結果、2件中1件が耐震基準を
下回る結果となった。

今後の取り組み

R2及びR3耐震調査した結果、防災重点農業用ため池9箇所中4箇所が耐震基準を満たして
いない。今後、耐震結果を基に地元の意見を聴きながら改修工事実現に向けて地元に働
きかけていく。R3現在で、2件改修工事予定。

指標の説明 防災重点ため池の耐震整備

指標の考え方
県が実施する防災重点ため池の耐震調査の結果に基づき、整備を実施し、ため池施設の防災対策を
講じます。

指 標 名 〔 単 位 〕

耐震調査及び耐震補強を実施
〔個所数〕

今後の取り組み

令和4年度に龍島ポンプ場の早期完成を目指すとともに、松崎地区（新町川）雨水ポンプ
場建設に向け、県との協議及び工事実施に向けて取り組む。

ＫＧＩ　１２ 防災重点ため池の耐震整備

指 標 名 〔 単 位 〕

雨水ポンプ場の整備〔進捗
率〕

目標に対する事業進捗評価

龍島、松崎地区の2箇所に雨水ポンプ場の建設を計画し、龍島ポンプ場について令和4年
度早期完成に向けて建設を実施している。（達成率30％）

ＫＧＩ　１１ 災害に強いまちづくりの推進　　　（２）東郷池周辺の内水浸水対策の推進

指標の説明 松崎地区内水対策事業の推進

指標の考え方
東郷池周辺に家屋等の浸水被害が発生していることから町民の安全・安心な生活環境を確保するた
め、東郷池周辺の内水浸水対策として雨水ポンプ場整備等の下水道(雨水)事業を進め、早期完成を
図ります。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 １．安全で住みやすいまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

52 産業振興課 0
町内全森林区
域実施 0.0%

主管課
評　価

D

今後の取り組み

県が令和5年度測量を実施し、令和6年度から測量データを活用していく予定。

指 標 名 〔 単 位 〕

航空レーザー測量実施〔進捗
率〕

目標に対する事業進捗評価

県実施により当初計画から1年遅れて、令和5年度レーザー測量することとなっている。

ＫＧＩ　１３ 航空レーザー測量の活用

指標の説明 航空レーザー測量の活用

指標の考え方
航空レーザー測量技術により、森林の資源情報と緻密地形情報を取得し、計画的な森林活用に活用
します。
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頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

53 産業振興課 1 3 33.3%

主管課
評　価

C

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

54 産業振興課 0.4 2 20.0%

主管課
評　価

D

今後の取り組み

令和5年の地域プラン終了後も引き続き制度を継続し、優良園の継承を円滑に行い
たい。

指 標 名 〔 単 位 〕

優良樹園地の継承面積（ha)

目標に対する事業進捗評価

梨果樹園の継承（40a）を行った。現在、貸借にかかる継承（30a）について協議
中。

ＫＧＩ　１５ 特産果物の生産量の維持拡大

指標の説明 特産果物の生産量の維持拡大

指標の考え方

梨・ブドウ等果樹生産を中心とする本町農業において樹園地は一朝一夕には形成できない貴
重な財産であり、高齢などの事情により営農が取り止めとなる優良な樹園地を新規就農者や
規模拡大農家へ譲り渡す体制を構築し、特産果樹の生産面積の維持と生産者の経営支援を図
ります。

目標に対する事業進捗評価

ロボットモア、防除用ドローンの購入を支援し、省力化を図った。

今後の取り組み

トラクター、コンバインなど、大型の農業機械の整備を支援したい。

指標の説明 スマート農業の導入

指標の考え方
本町の農業就業人口は６５歳以上の農業者が７割を超えることから、作業の省力化を図るこ
とが必要です。また軽労化は将来の就業人口を確保するためには不可欠であることから、機
械作業の自動化を推進します。

指 標 名 〔 単 位 〕

水稲を中心にスマート農業に対応
した機械整備を支援（水稲栽培の
機械化：台）

ＫＧＩ　１４ スマート農業の導入

第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ２．にぎわいと活力あるまちづくり
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ２．にぎわいと活力あるまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

54 産業振興課 6 7 12 50.0%

主管課
評　価

D

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

54 産業振興課 19 20 30 63.3%

主管課
評　価

C

今後の取り組み

未取組み集落への事業推進を継続する。

指 標 名 〔 単 位 〕

多面的機能支払交付金　活
動集落数

目標に対する事業進捗評価

複数の集落で構成される広域活動組織を中心に、取組農地が増加された。

ＫＧＩ　１７ 多面的交付金活動の促進

指標の説明 多面的機能支払交付金活動集落の拡大

指標の考え方
農業者の高齢化・担い手不足の現状において、農地と生産基盤施設の維持活動を推進するた
め、地域の実情にあわせた広域化も含む多面的機能支払交付金活動組織の育成を図ります。

目標に対する事業進捗評価

少しずつではあるが親元就農による就農が続いている。

今後の取り組み

兼業農家が多くあり、退職後の就農についてもＰＲしたい。

指標の説明 農業後継者の育成

指標の考え方
町内外へ湯梨浜町の農業を宣伝し、特産の東郷二十世紀梨をはじめ、イチゴ、ブドウ、スイ
カなどの新規就農者の育成を図ります。

指 標 名 〔 単 位 〕

新規就農者数の累計数
〔人〕

ＫＧＩ　１６ 農業後継者の育成
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ２．にぎわいと活力あるまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

55 産業振興課 0事業所 5 0.0%

主管課
評　価

D

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

55 産業振興課 60,584人 170,000 35.6%

主管課
評　価

D

今後の取り組み

新型コロナウイルス感染対策を実施しながら、国、県の観光支援策と併せて町独
自の観光支援策も実施し、観光客の誘致促進を図る。

指 標 名 〔 単 位 〕

観光人口（宿泊客数）

目標に対する事業進捗評価

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、宿泊者は激減した。

ＫＧＩ　１９ 観光客の誘致促進

指標の説明 観光人口（宿泊者数）の増

指標の考え方
国内交流人口が減少する中で、地域の豊かな自然や温泉などの資源、特産物を活用した体験
型観光の推進、イベント開催やボランティア活動の支援を通じた観光客の誘致促進を図り、
まちの産業基盤である観光業の振興を図ります。

目標に対する事業進捗評価

町商工会と連携しながら事業承継に取り組まれる事業者の相談支援等を行ってい
るが、実現には至らなかった。

今後の取り組み

国（事業承継・引継ぎセンター、日本政策金融公庫）、県（リレイ）、町商工会
など関係機関と連携しニーズの掘り起こしやマッチングを進めていく。

指標の説明 中小企業・小規模企業の事業承継推進

指標の考え方
事業経営者の高齢化や後継者不足の現状から中小・小規模企業を中心に構成する地域経済の
持続的発展のため事業者の事業承継を推進します。

指 標 名 〔 単 位 〕

事業承継に着手した事業所
数

ＫＧＩ　１８ 中小企業・小規模企業の事業承継推進
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ２．にぎわいと活力あるまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

56 産業振興課 1企画 2 50.0%

主管課
評　価

C

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

56
みらい創造

室
0 1,480 0.0%

主管課
評　価

Ｄ

今後の取り組み

新型コロナウイルス感染症拡大収束後を見据え、今まで築き上げた海外諸国との
交流関係を維持し、飛躍的なインバウンドの促進を図る。

指 標 名 〔 単 位 〕

海外からのイベント参加者
数

目標に対する事業進捗評価

グラウンド・ゴルフ国際大会、天女ウオークとも新型コロナウイルス感染症拡大の影響に
より中止したが、グラウンド・ゴルフにおいては用具販売により海外普及を図り、ウオー
キングにおいては済州オルレとリモートミーティングを実施して交流を維持した。

ＫＧＩ　２１ スポーツを通じたインバウンドの推進

指標の説明 グラウンド・ゴルフやウオーキングを生かした国際交流推進

指標の考え方

昭和５７年に本町（旧泊村）で考案されたグラウンド・ゴルフと、東郷池周辺が全日本ノル
ディック・ウォーク連盟公認コース第１号に選ばれたウオーキングとを活用し、海外での普
及活動などにより競技やコースの認知度を高め、「発祥地」「公認コース第１号」という資
源を活かして「グラウンド・ゴルフの聖地」「ウオーキングリゾートの町」としての地位を
確立させ、交流人口の増加を図ります。

目標に対する事業進捗評価

湯梨浜町内のブドウを使用しワイン醸造を行い商品化することにより、地域資源
を活用した商品開発につながった。

今後の取り組み

様々な地域資源を活用した商品開発や交流人口の拡大を図るため、引き続き支援
していく。

指標の説明 地域資源を活用した観光商品の開発

指標の考え方
二十世紀梨、温泉、東郷池、グラウンド・ゴルフやウオーキングなどの地域資源を活用した
新しい観光商品を開発し、交流人口の拡大を図ります。

指 標 名 〔 単 位 〕

新しく開発した観光商品数
〔企画数〕

ＫＧＩ　２０ 地域資源を活用した観光商品の開発
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ２．にぎわいと活力あるまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

57
生涯学習・
人権推進課

0 1 0.0%

主管課
評　価

Ⅾ

目標に対する事業進捗評価

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、学術調査委員会を開催することが
できなかった。十万寺跡の発掘調査、委員による現地確認及び指導については実
施できた。

今後の取り組み

発掘調査及び文献調査等を実施し、学術調査委員会による評価・検証を行う。

指標の説明 羽衣石城跡及び付城群の国史跡指定と史跡を活用した地域活性化の推進

指標の考え方

羽衣石城跡及び付城（十万寺・番城）の歴史的な価値を明確にし、令和５年度に国史跡の指
定を目指します。さらに、保存・活用・整備等に向けた基本方針を定め、羽衣石城跡を中心
に城山部分を望ましい姿で保存・管理するため環境整備を行い、後世に継承していきます。
また、多くの人が羽衣石城跡を見学し、その価値や魅力について理解を深めるように利活用
を図るとともに、「まちの宝」という認識を高め、現地ガイドや利活用に関わる運営組織を
設置します。

指 標 名 〔 単 位 〕

運営組織の設置数

ＫＧＩ　２２ 羽衣石城跡及び付城群の国史跡指定と活用の推進
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ２．にぎわいと活力あるまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

57 産業振興課 4 1 400.0%

主管課
評　価

B

今後の取り組み

補助金制度の活用やワーケーション推進事業と連携しながら、引き続きテレワー
クができる環境を整えていく。

指 標 名 〔 単 位 〕

テレワークの導入事業者数

目標に対する事業進捗評価

テレワークやリモートワークを行うための環境整備を行った事業者に対して補助
金を交付し推進した。

ＫＧＩ　２３ テレワークの導入推進

指標の説明 テレワークの導入推進

指標の考え方
町内でテレワークの導入を推進していき、新しい生活様式の下、場所や時間にとらわれない
柔軟な働き方を実現します。
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頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

58 企 画 課 0 5 0.0%

主管課
評　価

Ｄ

目標に対する事業進捗評価

令和3年度は資料収集等を実施。県が主体となって賛同する市町村と共同調達を行
う方向で声がけをしており、その動向を注視。

今後の取り組み

技術の進歩が速く、新製品も毎月のように出ており導入タイミングを見極めたう
えで実施する方向。

ＡＩ・ＲＰＡ導入業務数

ＫＧＩ　２４ ＡＩ・ＲＰＡの導入推進

指標の説明 ＡＩ・ＲＰＡの導入推進

指標の考え方
本町にＡＩ・ＲＰＡを導入し、多様化する住民ニーズに対応した行政サービスを、持続可能
な形で提供する体制を構築します。

指 標 名 〔 単 位 〕

第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ３．未来を創造する先駆的なまちづくり
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（１）支え愛活動支援事業の推進　

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

59 総合福祉課 37 50 74.0%

主管課
評　価

Ｃ

ＫＧＩ　２５ 地域での支え愛活動支援事業の推進

指標の説明 地域での支え愛活動支援事業の推進

指標の考え方
地域住民が主体となって、地域支え愛マップの作成を通じ、障がいのある人や要介護者等の
要配慮者に対する災害時の避難支援等の仕組みづくりや平常時の見守り体制づくりを行うこ
とにより、要配慮者が身近な地域で安全・安心 に暮らすための地域を目指します。

今後の取り組み

　住民主体の共助による地域防災力を高めるため、町社会福祉協議会及び防災担当課と連携を取り
ながら、マップ作りを推進していく。また、マップの更新や有効な活用についても呼びかけていく
必要がある。社会福祉協議会と連携し、支え愛活動支援事業についての活用を進めるＰＲを行って
いく。（社協広報紙、区長の他、町報、民生児童委員などの関係機関等に呼びかけていく）

指 標 名 〔 単 位 〕

支え愛活動支援事業に取り
組む地区数

目標に対する事業進捗評価

　令和３年度末までの地域支え愛マップ作成済み地区数は３７地区となり、目標
の５０地域に向け、計画通り推移している。

第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

（２）防災士の育成

①　防災士がいる地区数

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

59 総 務 課 21 40 52.5%

主管課
評　価

C

②　地域防災協議会の設置

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

60 総 務 課 0 1 0.0%

主管課
評　価

D

指 標 名 〔 単 位 〕

防災士がいる地区数

今後の取り組み

派遣講習などで、自主防災組織の活動を充実させていき、組織化へとつなげる。

指 標 名 〔 単 位 〕

地域防災協議会設置数

目標に対する事業進捗評価

具体的な取り組みに至っていない。

指標の説明 防災士の育成

指標の考え方

県の行う防災士養成研修受講（研修費用）の補助を行います。
資格取得後は、地域防災組織のリーダーとして地域の中で自助・共助の考え方の普及や災害
時における共助の取組の指導助言を行うなど、住民が安全・安心に暮らすことができる地域
づくりを進めます。

目標に対する事業進捗評価

新たに４名が防災士の資格を取得し、防災士がいる地区数を増やすことができ
た。

今後の取り組み

区長等に地域での防災士の重要性を理解していただき、資格取得の斡旋を図る。
また、防災士の活動の場を設けて普及を図る。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

（３）地域の多様な関係者による支援体制の構築に向けた取組

（３）－１　多機関連携による支援体制の構築（課題抽出件数）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

60 総合福祉課 14 50 28.0%

主管課
評　価

C

（３）－２　多機関連携による支援体制の構築（課題抽出件数）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

60 総合福祉課 7% 50% 14.0%

主管課
評　価

C

今後の取り組み

　伴走型支援が中心ではあるが、一つずつ課題を解決し世帯の抱える課題全てが
対決に向かうよう支援を継続したい。

指 標 名 〔 単 位 〕

課題抽出件数のうち課題解
決につながる率〔％〕

目標に対する事業進捗評価

　目標は50%であるが、複雑で複合化した課題を抱える世帯が多いので、伴走型支
援を継続するケースが多い。

今後の取り組み

　継続的に支援の必要な複雑化した課題を抱える世帯に関する相談が多い。複合
課題を抱える世帯にも多機関で支援する体制による支援が可能となってきた。

指標の説明 多機関連携による支援体制の構築

指標の考え方
相談支援（地域の様々な相談を包括的に受け止める場の確保、多機関の協働による包括的支
援）、参加支援、地域づくりの３つの機能を一体的に実施し、制度の狭間にある福祉課題等
への包括的な支援体制を構築します。

指 標 名 〔 単 位 〕

課題抽出件数

目標に対する事業進捗評価

　新規5件、継続9件。継続して支援が必要な複合化・複雑化した課題を抱える世
帯が多い。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

（４）住み慣れた地域において支え合いを推進する組織づくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

60 総合福祉課 0 2 0.0%

主管課
評　価

C

（５）住民の主体的な地域づくりの推進

①　いきいきボランティアの登録団体数

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

61 企 画 課 42 48 87.5%

主管課
評　価

Ｃ

②　ＮＰＯ法人の設置数

指標の説明 ボランティア活動の推進とＮＰＯ活動の支援

指標の考え方
人と人とのつながりを大切にし、住民が真の豊かさを実感できる地域社会を実現するため、
まちづくりのパートナーとして、ボランティア活動の推進とＮＰＯ活動の支援を図ります。

指 標 名 〔 単 位 〕

いきいきボランティアの登
録団体数

今後の取り組み

　コロナ禍には気を付けながらも、地域における支え合いを推進する活動をでき
るところから進めていく。

目標に対する事業進捗評価

今後の取り組み

コロナ禍でボランティア活動が難しい状況ではあるが、引き続き町報等により団
体の活動紹介を行い、各種ボランティア活動の推進を図っていく。

指 標 名 〔 単 位 〕

住み慣れた地域において支
え合いを推進する地区数

目標に対する事業進捗評価

　コロナ禍でもあり、集落等での活動が控えられており、支え合いを推進する活
動は捗っていない。

指標の説明 住み慣れた地域において支え合いを推進する組織づくり

指標の考え方
社会参加や交流を通した日常的なかかわりの中で、見守り、相談、課題の発見ができるよ
う、地域住民・団体・専門職・地域外の様々な人や団体がつながり、地域の中で協働し支え
合う組織づくりを推進します。

計画どおりに進んでいる
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

61 企 画 課 1 3 33.3%

主管課
評　価

Ｃ

ＮＰＯ法人の設置数

目標に対する事業進捗評価

今後の取り組み

計画どおりに進んでいる。

引き続き広報紙等を通じて事業の周知を図る。

指 標 名 〔 単 位 〕
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

①　就労移行支援から一般就労またはＡ型への移行者

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

61 総合福祉課 0 1 0.0%

主管課
評　価

Ｃ

②　就労継続支援Ａ型から一般就労への移行者数

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

61 総合福祉課 0 1 0.0%

主管課
評　価

Ｃ

指標の考え方
障がい福祉施設利用者が、就労移行支援や就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）などのサービスを通
じて、一般就労へ移行することを促進します。

指 標 名 〔 単 位 〕

　就労移行支援から一般就労やＡ型への移行はなかった。

就労移行支援から一般就労
またはＡ型への移行者数

ＫＧＩ　２６ 障がい者の就労促進

指標の説明 障がい者福祉施設利用者の一般就労への移行

　一般就労を希望するＡ型利用者に対し、引き続きサービス給付を行う。

今後の取り組み

目標に対する事業進捗評価

　就労継続支援Ａ型から一般就労への移行はなかった。

指 標 名 〔 単 位 〕

就労継続支援Ａ型から一般
就労への移行者数

　一般就労を希望する利用者に対し、引き続き就労移行支援の給付を行い、就労
に必要な知識や訓練の習得を支援する。

目標に対する事業進捗評価

今後の取り組み
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

③　就労継続支援Ｂ型から一般就労またはＡ型への移行者数

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

61 総合福祉課 3 2 150.0%

主管課
評　価

Ｃ

④　その他（生活介護、自立訓練等）から一般就労またはＡ型への移行者数

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

61 総合福祉課 0 3 0.0%

主管課
評　価

C

目標に対する事業進捗評価

　生活介護、自立訓練等から一般就労やＡ型への移行はなかった。

今後の取り組み

　一般就労やＡ型への移行を希望する利用者に対し、引き続き各サービスの給付
を行い、就労に関する情報提供を行う。

今後の取り組み

　一般就労やＡ型への移行希望者に対し、就労継続支援B型の給付を継続しなが
ら、就労に関する情報提供を行う。

指 標 名 〔 単 位 〕

その他（生活介護、自立訓
練等）から一般就労または
Ａ型への移行者数

指 標 名 〔 単 位 〕

就労継続支援Ｂ型から一般
就労またはＡ型への移行者
数

目標に対する事業進捗評価

　就労継続支援B型から一般就労への移行が3件あり、目標を達成した。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

⑤　就労定着支援事業利用者数

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

61 総合福祉課 0 2 0.0%

主管課
評　価

C

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

62
子育て支援

課
68 49.3 137.3%

主管課
評　価

Ａ

目標に対する事業進捗評価

年度末における2歳未満児の家庭での保育率は67.7％であった。制度の周知につい
ては、妊娠届、出生届、新生児訪問、転入手続等の際にもれなく行い、対象と思
われる方には具体的な申請方法を示し制度利用に繋げている。

今後の取り組み

引き続き制度周知を充実し、家庭での子育てを希望される方への経済的支援とし
て支援を行っていく。

指標の説明 家庭で子育てする環境の整備

指標の考え方
こども園に入園させるのではなく、引き続き「家庭で子育てをしたい」という保護者の希望
を叶えるため、経済的不安を緩和し、安心な育児環境の整備を進めます。

指 標 名 〔 単 位 〕

２歳未満の児童を家庭で子
育てする家庭の割合〔％〕

今後の取り組み

　一般就労やＡ型への移行に際し、本サービスの利用勧奨を継続する。

ＫＧＩ　２７ 家庭で子育てする環境の整備

指 標 名 〔 単 位 〕

就労定着支援事業利用者数

目標に対する事業進捗評価

　就労定着支援事業の利用者はなかった。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

62
子育て支援

課
0 0.0 0.0%

主管課
評　価

Ｄ

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

63 長寿福祉課 3,043 5,000 60.9%

主管課
評　価

D

ＫＧＩ　２８ こども園待機児童の解消

指標の説明 こども園待機児童の解消

指標の考え方
保護者の仕事と子育ての両立を図るため、こども園への入園待機児童の解消の環境整備を進
めます。

指 標 名 〔 単 位 〕

こども園待機児童数

目標に対する事業進捗評価

保育士の配置が十分ではなく、育児休業から仕事復帰を希望される０歳児のケー
スで、保護者の希望どおりには受け入れができず、広域入所や育児休業の延長を
選択されるケースがあった。

今後の取り組み

引き続き、保育士の確保に向けた検討を行うとともに、近隣市町と連携しながら
広域入所の利用も含め、できるだけ保護者の希望に沿った受け入れが可能となる
よう支援を行う。

ＫＧＩ　２９ 地域包括ケアシステムの構築に向けた取組　（１）認知症サポーターの養成

指標の説明 認知症サポーターの養成

指標の考え方

高齢者が安心して住み慣れた地域で、自分らしく生きがいをもって暮らし続けるためには、
認知症に対する理解を深めることが必要です。認知症に関する正しい知識を持って、地域や
職域で認知症の人や家族を手助けする認知症サポーターの養成を引き続き推進します。特
に、認知症の人と地域で関わることが多いことが想定される小売業・金融機関等の従業員等
をはじめ、人格形成の重要な時期である小・中学生に対するサポーター養成を進めます。

指 標 名 〔 単 位 〕

認知症サポーターの養成人
数

目標に対する事業進捗評価

町内銀行やスーパーマーケット等での実施を検討していたが、コロナ禍の影響に
より小学校1か所（1学級）での開催となった。

今後の取り組み

コロナ禍までの3年間は毎年200名以上の参加実績があったが、コロナ禍によりR2
年度からは参加実績が激減した状況がある。ウイズコロナ政策を掲げ講座開催を
推進し当初の目標値に近づくよう啓発活動に努める。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

63 長寿福祉課 0 5 0.0%

主管課
評　価

Ｄ

今後の取り組み

サロン関係の課題が多かったが、地域の方への情報提供をしながら、担当だけで
なく、関係機関（社協や生活支援体制整備協議体等）と連携し、地域課題の解決
に向けて取り組むようにしたい。

ＫＧＩ　２９ 地域包括ケアシステムの構築に向けた取組　（２）地域課題の解決

指標の説明
地域包括ケアシステムの構築に向けた取組：地域ケア会議で抽出した地域課題が解決に至っ
た件数

指標の考え方

介護予防や認知症施策の推進など、高齢者が安心して住み慣れた地域で、自分らしく生きが
いをもって暮らし続けることができるよう、支え合いの仕組みを推進するため、地域ケア会
議等で抽出した地域課題を自助・互助・共助・公助など様々な観点から検討し、解決策へつ
なげます。

指 標 名 〔 単 位 〕

地域課題が解決に至った件
数

目標に対する事業進捗評価

令和3年度は、27ケースの検討を行い、地域課題を20件抽出したが、コロナ禍を理
由とした地域でのサロンの休止に関する課題が多く、再開に向けての啓発活動も
できていないため、結果的に課題解決には至っていない。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

①　特定健診受診率

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

63 健康推進課 35.2 60.0 58.7%

主管課
評　価

Ｄ

②　大腸がん検診受診率

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

63 健康推進課 35.1 50.0 70.2%

主管課
評　価

Ｃ

今後の取り組み

未受診者へのアプローチを引き続き進めるほか、受診しやすい環境づくりを検討
していくなど、受診率達成に向けて取り組んでいく。

ＫＧＩ　３０ 受診率の向上

指標の説明 受診率の向上

指標の考え方
健康診査及び各種がん検診の実施体制の充実、適正受診を促進します。
また、検診後の精密検査受診勧奨を行い、異常の早期発見につなげ、町民一人一人の健康維
持ができることを目指します。

指 標 名 〔 単 位 〕

特定健康診査受診率〔％〕

目標に対する事業進捗評価

受診勧奨ハガキの送付や協会けんぽとの合同作成チラシの新聞折込など、未受診
者へのアプローチを行っているが、Ｒ７目標達成は難しい状況である。
（H29年度までは20%台で推移、H30年度以降は30%台と微増ではあるが向上）

指 標 名 〔 単 位 〕

大腸がん検診受診率〔％〕

目標に対する事業進捗評価

コロナ禍における受診控えの影響もあり、受診率の増加が難しい状況である。

今後の取り組み

窓口での大腸がん検診受付のほか、次年度以降は他事業においても受付を行うな
ど、受診率向上に向けた様々な手法の検討を行い、取り組んでいく。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

③　大腸がん検診精密受診率

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

63 健康推進課 65.5 95.0 68.9%

主管課
評　価

Ｃ

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

64
子育て支援

課
92 100.0 91.5%

主管課
評　価

Ｃ

指 標 名 〔 単 位 〕

大腸がん検診精密受診率
〔％〕

目標に対する事業進捗評価

コロナ禍における受診控えの影響もあり、受診者の減少による目標達成が難しい
状況である。

今後の取り組み

精密検査未受診者へ電話等での受診勧奨を実施するなど、受診率100％に向け努力
していく。

ＫＧＩ　３１ 母子保健事業の推進

指標の説明 乳幼児健診・保健指導の充実

指標の考え方
乳幼児健診の実施体制及び指導体制を強化し、受診率を向上させることで、疾病の早期発見
と健康増進を図るとともに児童虐待の予防や早期発見など、切れ目のない母子支援のさらな
る充実を進めます。

指 標 名 〔 単 位 〕

乳幼児健診受診率〔％〕

目標に対する事業進捗評価

集団健診の受診率は、93.2%であり例年どおり高い受診率であった。未受診者に対
して電話や訪問で受診勧奨を行っていることが高い受診率を保っている考えられ
る。しかし個別健診の受診率は、89.0%であった。個別健診は未受診者の把握が遅
くなり受診干渉ができないため集団に比べると受診率がさがると考えられる。

今後の取り組み

新生児訪問および集団健診においての次の健診の必要性と受診可能期間を伝え、
全体の受診率の向上（目標100％）を目指す。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

65 健康推進課 2,446 3,600 67.9%

主管課
評　価

Ｄ

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

65 健康推進課 571 1,290 44.3%

主管課
評　価

Ｃ

ＫＧＩ　３２ 運動量の増加

指標の説明 健康推進課主催の運動に関する教室、イベント参加者数（町民参加）

指標の考え方
生活習慣病を起因とする疾病による介護率及び死亡率が増加しています。そのため、生活習
慣病の改善策の一つとして、継続した運動が必要です。ウオーキングを始めとした教室等を
開催することで運動を始めるきっかけとし、運動の習慣化を促進します。

指 標 名 〔 単 位 〕

町民のイベント参加者数

目標に対する事業進捗評価

新型コロナウイルス感染拡大により、ウオーキング教室や運動教室を中止したほ
か、イベント開催数も例年に比べて少なく、目標数には到達しなかった。

今後の取り組み

広報活動に力を入れるほか、健診等でも運動が必要と思われる方に声をかけるな
ど、新たな参加者の増加を目指す。

今後の取り組み

引き続き効果的な広報活動に注力する。また、新規参加者の獲得のみならず、既
参加者が継続的に健康活動を維持できるよう、事業の魅力向上に努める。

ＫＧＩ　３３ 「ゆりはまヘルシーくらぶ」の参加促進

指標の説明 ゆりはまヘルシーくらぶの参加促進

指標の考え方
ウオーキングを運動の中心とし、測定機器を活用して健康状態を把握する「ゆりはまヘル
シーくらぶ」事業を普及させ、自発的に健康増進や健康管理に取り組む人を増やします。

指 標 名 〔 単 位 〕

ゆりはまヘルシーくらぶ加
入者数

目標に対する事業進捗評価

各種広報活動、参加者による勧誘などを通じ、年次目標に沿った参加拡大が図れ
ている。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ４．共に支え合う　町民が主役のまちづくり

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

66 健康推進課 0 100 0.0%

主管課
評　価

Ｅ

今後の取り組み

ボランティアが担う役割等を再整理し、養成に向けて取り組みを進める。

指 標 名 〔 単 位 〕

健幸アンバサダーの人数

目標に対する事業進捗評価

ボランティアが担う役割のほか、養成に必要な工程や養成後の活用などの整理が
できず、養成講座の開催までには至らなかった。

ＫＧＩ　３４ 健康情報伝達ボランティアの養成

指標の説明 健康情報伝達ボランティアの養成

指標の考え方
ゆりはまヘルシーくらぶ参加者の中から、家族や友人など身近な人へ“口コミ”で健康情報
を伝達するボランティア（健幸アンバサダー*）を養成し、地域におけるヘルスリテラシー*
の向上を目指します。
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頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

66 教育総務課 206 250 82.4%

主管課
評　価

C

第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ５．志をもって　共に学び　明日を拓く　ひとづくり

ＫＧＩ　３５ 地域とともにある学校づくりの推進

目標に対する事業進捗評価

　前年度に比べ、学校支援ボランティア登録数が減少（△17人）した。理由とし
ては、中学校における郷土芸能の取り組みがコロナ禍で中止となり、ボランティ
アとして関わっていただく予定であった方の登録がなかったことによるものであ
る。学校地域協働活動については、各校で活発に行われている。

今後の取り組み

　学校支援ボランティア登録数の増加をめざし、町校長会や町コミュニティ・ス
クール推進協議会などで啓発し、各学校の運営協議会等において様々な活動の可
能性を探っていく。

指標の説明 地域とともにある学校づくりの推進

指標の考え方

学校の教育目標の実現に向け、学校内外の人的・物的資源を効果的に活用し、目指すべき目
標の達成に向け、教育活動を横断的、組織的、計画的に行う体制を整えます。学校運営協議
会（コミュニティ・スクール）等により、幅広い地域住民や地域の多様な団体等が参画す
る、町民みんなで将来を担う子どもたちを育む環境整備を推進します。

指 標 名 〔 単 位 〕

学校教育活動に関わった地
域人材等の人数〔人〕
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ５．志をもって　共に学び　明日を拓く　ひとづくり

①　不登校児童生徒の出現率（小学校）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

67 教育総務課 1.61 0.50 31.1%

主管課
評　価

D

指標の説明 不登校に対する対応強化

指標の考え方
子どもたちの抱える「不安」や「悩み」を早期に把握、対応できる体制を整え、不登校の課
題の早期発見や早期支援に取り組み、子どもたちが安心して学べる教育環境づくりを進めま
す。

ＫＧＩ　３６ 不登校に対する対応強化

指 標 名 〔 単 位 〕

不登校児童生徒の出現率
（小学校）〔％〕

目標に対する事業進捗評価

　全県的に不登校の児童が増加傾向にある。不登校の原因が多様化・複雑化する
中において、学校と家庭との連携が図れない事案が増えている。各学校が不登校
対策を講じているが、増加傾向となっている。

今後の取り組み

　引き続き、スクールカウンセラー（SC）やスクールソーシャルワーカー（SSW）
を積極的に活用するとともに、外部機関との連携も強化しながら、少しでも多く
の児童が学校に登校又は中部子ども支援センター等に通所できるよう努力してい
く。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ５．志をもって　共に学び　明日を拓く　ひとづくり

②　不登校児童生徒の出現率（中学校）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

67 教育総務課 3.60 3.68 102.2%

主管課
評　価

C

①－１　大型提示装置（プロジェクターを含む）の設置（小学校）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

68 教育総務課 68.5 100.0 68.5%

主管課
評　価

C

今後の取り組み

　令和4年度からは特別教室用の液晶ディスプレイ等を年次的に整備する。また、
特別支援学級の液晶ディスプレイ等についても、年次的な整備を検討していく。

指 標 名 〔 単 位 〕

大型提示装置（プロジェク
ターを含む）の設置（小学
校）〔％〕

目標に対する事業進捗評価

　各学校の1・2年生用に液晶ディスプレイ等を整備し、通常学級の整備率を100％
にすることができた。（事業進捗率：整備台数37台/必要数54台＝68.5％）

ＫＧＩ　３７ 小中学校のＩＣＴ環境の整備

指標の説明 大型提示装置・実物投影機の設置（各普通教室１台、特別教室用として６台）

指標の考え方
湯梨浜町立学校ＩＣＴ環境整備計画を踏まえ、学習者用及び教師用コンピュータ、大型提示
装置など小中学校のＩＣＴ関連機器を計画的に整備し、学習活動の充実を図ります。

今後の取り組み

　引き続き、スクールカウンセラー（SC）やスクールソーシャルワーカー（SSW）
を積極的に活用するとともに、外部機関との連携も強化しながら、少しでも多く
の生徒が学校に登校又は中部子ども支援センター等に通所できるよう努力してい
く。

指 標 名 〔 単 位 〕

不登校児童生徒の出現率
（中学校）〔％〕

目標に対する事業進捗評価

　R3実績ではR7目標を達成したが、全県的に不登校の生徒が増加傾向にある。不
登校の原因が多様化・複雑化する中において、学校と家庭との連携が図れない事
案が増えている。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ５．志をもって　共に学び　明日を拓く　ひとづくり

①－２　大型提示装置（プロジェクターを含む）の設置（中学校）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

68 教育総務課 100.0 100.0 100.0%

主管課
評　価

C

②－１　実物投影機の設置（小学校）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

68 教育総務課 68.5 100.0 68.5%

主管課
評　価

C

今後の取り組み

　特別教室の実物投影機を年次的に整備する。また、特別支援学級の実物投影機
についても、年次的な整備を検討していく。

指 標 名 〔 単 位 〕

実物投影機の設置（小学
校）〔％〕

目標に対する事業進捗評価

　令和3年度に各学校の1・2年生用に実物投影機を整備し、通常学級の整備率を
100％にすることができた。（事業進捗率：整備台数37台/必要数54台＝68.5％）

目標に対する事業進捗評価

　通常学級及び特別教室にはプロジェクターを100％整備している。

今後の取り組み

　今後、特別支援学級のプロジェクターについても、年次的な整備を検討してい
く。

指 標 名 〔 単 位 〕

大型提示装置（プロジェク
ターを含む）の設置（中学
校）〔％〕
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ５．志をもって　共に学び　明日を拓く　ひとづくり

②－２　実物投影機の設置（中学校）

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

68 教育総務課 45.0 100.0 45.0%

主管課
評　価

E

（１）ふるさとキャリア教育の推進

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

68 教育総務課 92.0 92.0 100.0%

主管課
評　価

C

今後の取り組み

　コロナ禍においても工夫しながら体験活動や地域学習を進め、児童生徒が直接
湯梨浜町の魅力や良さを体験・学習できる活動を行い、より一層ふるさとへの誇
りと愛着を持てるよう努めていく。

指 標 名 〔 単 位 〕

住んでいる地域や湯梨浜町
が好きと肯定的に回答する
児童生徒の割合（アンケー
ト）〔％〕

目標に対する事業進捗評価

　小学校では、社会科や総合的な学習の時間等において、体験活動を取り入れな
がら地域の産業や歴史等を学習する中で、ふるさとへの誇りと愛着を育むことが
できた。中学校では、総合的な学習の時間において地域題材に直接触れ、地域の
良さを再確認することができた。

ＫＧＩ　３８ ふるさとキャリア教育の推進と文化財の活用

指標の説明 ふるさと「湯梨浜」への誇りと愛着を育む教育の充実

指標の考え方

各教科や総合的な学習の時間において、各校の創意工夫を生かしながら地域の自然や歴史、
文化、暮らしなど、地域を題材として実際に「見る・聞く・触れる」ことを重視した体験活
動や地域学習を進め、湯梨浜町の魅力が体感できる教育を展開し、ふるさとへの誇りと愛着
を育みます。

目標に対する事業進捗評価

　実物投影機については、令和2年度までに9台を整備している。令和3年度は未整
備である。（事業進捗率：整備台数9台/必要数20台＝45％

今後の取り組み

　中学校においては使用頻度が少なく、現有の9台で充足しているとのことであ
り、中学校と協議した結果、今後は整備を進めないこととした。

 前述および令和5年3月29日開催の湯梨浜町総合計画評価委員会の総評を踏まえ、
今後は評価を行わないこととする。

指 標 名 〔 単 位 〕

実物投影機の設置（中学
校）〔％〕

37 ページ



第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ５．志をもって　共に学び　明日を拓く　ひとづくり

（２）学校教育と連携し、文化財を活用した学習を実施

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

68
生涯学習・
人権推進課

1
各小中学
校で1回以
上(4)

0.0%

主管課
評　価

Ⅾ

（１）職場における男女が共に活躍できる環境整備

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

69 企 画 課 19 22 86.4%

主管課
評　価

Ｃ

ＫＧＩ　３９ 男女共同参画の推進

目標に対する事業進捗評価

計画通りに進んでいる。

今後の取り組み

引き続き、鳥取県等関係団体と連携し、事業所訪問等を行い、男女共同参画への
啓発を図るとともに認定企業の増加を図る。

指標の説明 鳥取県男女共同参画推進企業認定制度の推進

指標の考え方
鳥取県男女共同参画推進企業制度の推進を図り、仕事と家庭の両立に配慮しながら、男女が
共に働きやすい職場環境づくりに積極的に取り組む町内企業を増やします。

指 標 名 〔 単 位 〕

鳥取県男女共同参画推進企
業　認定数

目標に対する事業進捗評価

泊小学校で1回実施。他校はコロナにより中止となった。

今後の取り組み

引き続き継続して実施していく。

指 標 名 〔 単 位 〕

学校教育と連携し、文化財
を活用した学習を実施〔回
数〕

指標の説明 学校教育と連携し、文化財を活用した学習を実施

指標の考え方
小中学校と連携し、本町の豊富な有形無形の文化財を活用した学習に取り組み、ふるさとを
愛する心を育むことにより、その歴史や文化を未来に継承します。
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第４次湯梨浜町総合計画　重点課題　進行管理及び評価
上段：令和３年度終了時点の評価
中段：令和４年度終了時点の評価
下段：令和５年度終了時点の評価

基 本 目 標 ５．志をもって　共に学び　明日を拓く　ひとづくり

（２）政策・方針への女性の意見の反映

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

69 企 画 課 29
40.0％
以上

72.5%

主管課
評　価

Ｄ

（３）家庭、地域における男女共同参画意識の向上

頁 主管課 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7実績 R7目標 達成率

70
生涯学習・
人権推進課

0
35.0％
以上

0.0%

主管課
評　価

Ｄ

目標に対する事業進捗評価

令和3年度はコロナ禍により講演会を中止。

今後の取り組み

講演会は今後も引き続き実施していく。企画課との連携や町民のつどい等の他事
業とのタイアップなどを通して、継続的に町民への啓発を行っていき、男女共同
参画意識の向上を図る。

指 標 名 〔 単 位 〕

男女共同参画講演会の男性
参加率〔％〕

今後の取り組み

役場各部署及び関係団体に対し審議会・委員会における役員について、女性委員
の登用を働きかけていく。

指 標 名 〔 単 位 〕

地方自治法に基づく審議
会・委員会などにおける女
性の割合〔％〕

目標に対する事業進捗評価

前年度29.7％に対し、29.1％と割合が落ちている。これについては、各種団体推
薦の委員について、男性役員が多く推薦された影響である。

指標の説明 男女共同参画講演会の男性参加率の向上

指標の考え方
夫婦や親子、カップルなど男女が共に参加しやすい講演会を企画実施し、男性参加率を向上
させることにより、男女が共に理解し合い、家庭・地域・職場・学校などあらゆる場面にお
いて性別にとらわれず、活躍する男女共同参画の意識を高めます。

指標の説明 政策・方針決定の場への女性の参画拡大

指標の考え方
施策決定に男女共同参画の視点を取り込み、多様な意見や新しい発想を反映させるため、審
議会、委員会等への女性の参画拡大を推進します。
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公共施設水銀灯のLED化調査

※体育館やアリーナなど、複数の水銀灯があって、更新時には一括してLED化する場合は、水銀灯の基数ではなく「１箇所」と計上。

施設名 場所

R２年度以前　水銀
灯からLEDに更新し
た照明

R3年度　水銀灯か
らLED化した照明

（基・箇所）
R3年度末時点　水
銀灯のままの照明

（基・箇所）
合計照明数
（基/箇所）

たじりこども園 屋外 0 0 箇所 1 箇所 1

ながせこども園 遊戯室他 0 0 箇所 1 箇所 1

はわいこども園 遊戯室 0 0 箇所 1 箇所 1

あさひこども園 遊戯室 0 0 箇所 1 箇所 1

わかばこども園 遊戯室他 0 0 箇所 1 箇所 1

まつざきこども園 遊戯室他 0 0 箇所 1 箇所 1

とうごうこども園 水銀灯なし 0 0 箇所 0 箇所 0

羽合小学校 体育館 1 0 箇所 0 箇所 1

羽合小学校 図書室 0 0 箇所 1 箇所 1

泊小学校 体育館 1 0 箇所 0 箇所 1

泊小学校 外灯 0 0 箇所 1 箇所 1

東郷小学校 体育館 1 0 箇所 0 箇所 1

東郷小学校 外灯 0 0 箇所 1 箇所 1

役場本庁舎街路灯 外灯 0 0 基 5 基 5

総務課管理街路灯 外灯 0 41 基 496 基 537

本庁舎 街路灯 0 0 基 5 基 5

東郷支所 水銀灯なし 0 0 箇所 1 箇所 1

松崎駅前駐車場 街路灯 0 0 箇所 1 箇所 1

松崎駅前駐輪場 街路灯 0 0 箇所 1 箇所 1

舎人会館 多目的ホール 0 0 箇所 1 箇所 1

ハワイアロハホール 屋外照明 3 1 基 39 基・灯 43

さくら工芸品工房 水銀灯なし 0 0 箇所 0 箇所 0

北溟体育館 体育館 0 0 箇所 1 箇所 1

東郷体育館 体育館 0 0 箇所 1 箇所 1

はわいトレセン 体育館 0 0 箇所 1 箇所 1

東郷運動公園 野球場 0 0 箇所 1 箇所 1

東郷運動公園 多目的広場 0 0 箇所 1 箇所 1

東郷運動公園 テニスコート 0 0 箇所 1 箇所 1

東郷運動公園 フットサル 0 0 箇所 1 箇所 1

ハワイ風土記館 屋外照明 0 0 箇所 1 箇所 1

羽衣石城 屋外照明 0 0 箇所 1 箇所 1

羽合小学校 グラウンド 0 0 箇所 1 箇所 1

東郷小学校 グラウンド 0 0 箇所 1 箇所 1

泊小学校 グラウンド 0 0 箇所 1 箇所 1

羽合西コミュニティ施設 体育館 0 1 箇所 0 箇所 1

泊体育館 体育館 1 0 箇所 0 箇所 1

7 43 570 620

公共施設水銀灯合計照明数 620

Ｒ３年度ＬＥＤ化した照明数 43

Ｒ３年度ＬＥＤ化進捗率 6.9%


